
2020年 II期　高２理系数学（中高一貫） Lesson8
8・1 
　基 礎 の 確 認 
[例題] 
　　微分計算 

　　　  

　　　　　　　　　  

　を参考にすると，次が得られる。 

　　　  

（  は積分定数） 

　上の[例題]を参考にして次の空欄を埋めて

みよう。（積分定数は  としておこう） 

 

[1]　微分計算 

　　　
　　　　　　　　　

　　　　 

　を参考にすると， 

　　
　　　　　　　　　　

 

 
[2]　微分計算 

　　　
　　　　　　　　　

 

　を参考にすると， 

　　
　　　　　　　　　　

 

 
[3]　微分計算 

　　　
　　　　　　　　　　

 

　を参考にすると， 
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【8・1の別解：置換積分法を用いた場合】 

(1)　  とおくと 

　　　 ， 

　　これより， 

　　　  

　　  

　　   

　　 　… (答) 

(2)　  とおくと 

　　　 ， 

　　これより， 

　　　  

　　  

　　  　… (答) 

(3)　  とおくと 

　　　 ， 

　　これより， 

　　　  

　　  

　　   

　　  　… (答)
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(4)　  とおくと 

　　　 ， 

　　これより， 

　　　  

　　  

　　  

　　  

　　  　… (答) 

 

8・2 
【(1)の別解：置換積分法を用いない場合】 

　  

 

 

 

 

 　… (答)
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8・3 

　２つの曲線  と  の 

「共有点の  座標」と「上下関係」 

を同時に調べるべく，２式の差を考えると 

　　　  

　　  

　　  

　これより,「共有点の  座標」は  

とわかり，挟まれる範囲  におい

て「上下関係」は 

[上]… ，[下]…  

となる。 

　よって，求める面積を  とすると， 

　　　  

　　　   

　　　   

　　　   

　　　   

　　　   

（続きは授業で）
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数学力を高めよう！ 
（Produced by 藤田貴志） 

講座専用サイト→
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